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〈要 約 〉 小学 校教育研究 員(生 活)

本部会で は,「 児童一人一人の気付 きを大切 に し',深 め る支援の工夫 」を研究主題 に

かかげ,授 業研究を中心に して研究 を進めて きた。研究を進め るに当た って は,気 付 き

の段 階を設定 し,そ の段階 に基づいた活動計画 や気付 きの段階 に応 じた支援表 を作成す

るとともに,そ の有効性 にっいて検討 した。
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1研 究 主 題

児 童 一 人 一 人 の 気 付 き を 大 切 に し,

深 め る 支 援 の 工 夫

1.研 究主題設 定の理 由

生 活 科 の 「公 園 に遊 び に行 こ う」 の単 元 で の1コ マで あ る。 子 供 た ちが 小 高 い崖 に な

って い る所 か ら,ダ ンボ ー ル で滑 り降 りる遊 び に夢 中 にな って い る。A児 は,こ の 日の

た め に祖 父 に作 って も ら った ロー プ付 き箱 型 ダ ンボ ール ぞ りを も って 意 気揚 々 と遊 び始

め た 。 しか し,こ の そ りが 思 うよ うに操 縦 で きず,す ぐ前 にっ ん の あ って転 ん で しま う。

次 第 に苛 立 ち,今 一 っ 遊 び に夢 中 に な り切 れ な いA児 は,「 み ん な の よ うに うま く滑 ら

な いの は ど う して だ ろ う」 「平 ら じゃな い か ら,う ま く滑 らない の か な 」 「で も,お じ

い ち ゃん が せ っか く作 って くれ た そ りだ し… … 」 「で も思 い切 って こわ して 平 らに して

み よ うか な 」 と葛 藤 を繰 り返 し,ダ ンボ ール ぞ りを何 とか しよ うと四 苦 八 苦 して い た 。

そ こで 教 師 が,「 ど う した いの?」 と声 を か け る。A児 は思 い 切 っ た よ う に 「こわ

す 」 と答 え る。 「せ っか くお じい ち ゃん が 立 派 に作 って くれ た の に … …。 で も平 らに し

た い の ね 」 と言 う教 師 に,「 真 っす ぐにす れ ば,み ん な み た い に滑 るか ら」 とA児 は言

い,そ の 後,納 得 した よ うに黙 々 と解 体 作

業 を は じあ た 。

この 時,教 師 はA児 の試 行 錯 誤 の様 子 か

ら,心 の 内 面 に潜 む 疑 問 や 気 付 きを見 取 り,

「ど う したい の?」 とい う言葉 掛 け に よ り,

A児 か ら 「真 っす ぐ(平 ら)に す れ ば,み

ん な み た い に滑 るか ら」 とい う言 葉 を 引 き

出 して い る。A児 も教 師 の 「平 らに した い

の ね 」 と い う言 葉 か ら,ダ ンボ ー ル を平 ら

にす る こ とを 認 あ て くれ た とい う安心 感で,

次 の 活 動 へ と 自信 を も って 進 あ て い け た の

で あ る。 この 後,A児 の 活 動 は解 体 した部

品 を 使 って 新 しい遊 び(ス キ ー遊 び)を 工

夫 す る と い うふ うに,新 た な 活 動 へ と興 味

・関 心 を 高 め ,さ らに 豊 か に発 展 して い っ

たの で あ る。

教 師 の 言 葉 掛 け が,児 童 の 気 付 きを 認 め,

引 き 出 し,さ らに広 げ る適 切 な 支 援 とな っ

た一 例 で あ る。
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生活科で は,活 動や体験を通 して学 習す ることを重視 してい る。 活動や体験 は,児 童 に と

って,生 きる ことと学ぶ ことを連結す る働 きをす る。低学年の児童の特徴 と して,自 分の身

体 と諸感覚を働かせ ることによって,遊 びや生活 の中か ら学んでい くのである。っ ま り子供

たちが身近 な環境 に対 して,自 分 自身の身体 と諸感覚を働かせてかかわ り,そ こか ら返 って

くる ものを頭の 中で活発 に考えた り,気 付 いた りし,さ らにまたそれに働 きか け,応 答す る

とい う,身 近 な環境への働 きかけ に支え られた知 的な活動の展開であ る。

この よ うに生活科で は,自 ら体験的に身近 な環境 とかか わ り,そ の中で気付 き,分 かる こ

とを大切 に して いるので ある。 この実感的 ・主体 的な分か り方 こそが気付 きであ り,こ の気

付 きを大切 に して積み重ねて い くことが,社 会認識 や 自然認識,そ して 自己認識 の芽を育て

る ことにっ なが って い く。 さ らにこの ように,児 童が体験 を通 して 自 ら得た気付 きは,児 童

の 自信 や意欲 とな り,自 分 と身近 な環境 とのかかわ りを広 げ深 ある力 と して,こ れか らの学

習や生活 に生 きて働 き続 ける力 となるのであ る。つま り,気 付 きを深め ることを大 切にする

ことは,児 童の ものの見方 ・考え方の芽を育て,自 立への基礎を培 うことにっなが ってい く

ので ある。

しか しなが ら,こ の気付 きは単 に知的な認 識の芽生 えだけで な く,対 象への興味 ・関心 ・

意欲 ・態度 とい った情意 的な側面を もっ意識の状態で もあ り,相 互 に関連を もちなが ら,一

体 的に伸びてい くもので,児 童一人一人の気付 きには,質 的な相違があ る。 また,気 付 きは

児童 に一律に生 まれ る もので はな く,個 人差があ り,そ の内容 はきわめて個性 的,多 岐多様

にわた るものである。 そのため,生 活科実施4年 目の現在 で も,「 生活科で は,子 供たちは

楽 しそ うに活動 は してい るが,そ れで どの ような力がっいたのか」 「子供た ち一人一人に ど

うい う力を付け させ るのか」等の指摘 もあ り,教 師が児童 一人一人の気付 きを見取 ること,

特 に児童が本人 も意識 して いない無意識の気付 きを見取 り,そ れを明確 な形の もの と して児

童か ら引 き出 し,適 切 に深 あ,広 げる支援を行 い,よ り確 かな,児 童が主体的 に学 ぶ力の育

成 にっなが る生活科 の授業 を目指す ことが課題 とな っている。

そのために,教 師 は一人一人の児童が,そ の子な りの気付 きがで きるよ うに,ま た,児 童

が周囲の様 々な もの とのかかわ りを通 して,自 分 自身に も気付 いて いけるよう,一 人一人の

児童に即 した適切 な支援 を して や らなければ な らな い。それには,教 師 は,児 童が どの よう

な ことに興味を持 ち,ど んな疑 問を抱 いて いるかな どを可能な限 り見取 って い く努力が必要

であ る。 また,児 童 が気付いた事柄 を鋭 く見届 け,適 切な声かけ ・助 言等 によ って明確 に し

て引 き出 してや った り,ふ くらませてや った り,活 動や体験をよ り豊 かに実 りある もの に高

めて い く中で,気 付 きを さ らに広げ,深 めてや った りす る支援が求め られている。

そ こで,教 師が具体的な活動や体験を通 して得 た児童の気付 きを見取 り,さ らに対 象 と十

分 にかか わ らせ,気 付 きを深めてい く支援 が重 要で あると考え,研 究主題 を 「児童一人一人

の気付 きを大切 に し,深 め る支援の工夫」 と設 定 し,研 究を進めてい くことに した。
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II研 究 主 題 に つ い て の基 本 的 な 考 え方

気付 き

「気付 き」は,興 味を もって活動 してい く過程の中で の認識の芽生えで あ り,思 考の基礎

となる もので ある。生活科で は具体的な活動や体験を通 して学習が展開 され,自 ら主体的 に

環境 とかかわる中で分 かる ことを大切 に してい る。その主 体的な分か り方が 「気付 き」で あ

る。

本部会 では,児 童 が具体 的な活動 や体験をす る中で,自 ら心や身体 を通 して とらえ た もの

すべてを 「気付 き」 と考 え.そ の気付 きの多様性や その過程を とらえてい くことに した。

児童一人一人の気付 き

体験的活動 は,一 人一人の中に成 り立 っ ものである。同 じ活動を して も気付 きは様 々であ

る。 こう して得 られ る気付 きは,児 童一人一人 の興味 ・関心,個 性や能力,ま た,こ れ まで

の体験(経 験)に よって異な るということがで きる。

気付 きを大切 にす る

児童の興味 ・関心 を高 あ,意 欲を継続 させ るため には,一 人一人の気付 きを大切 に した学

習活動 が展開 されな くてはな らない。外 に現れ た行動だけでな く,つ ぶ や き,表 情,カ ー ド

等 に表現 された もの,児 童が準備 した用具等 に も,一 人一人の思いが伝わ って くる もの があ

る。

思 いの こ もった表現や夢 中にな って取 り組 んで い る活動の 中で一人一人の気付 きを見取 り,

認 める ことが 「気付 きを大切 にす る」 ことと考えた。

気付 きを深 め る

自然や社会,人 とのかかわ りの中で新 しい発見を した り,自 分 の考 えを もった り,見 方が

広が った り,対 象へのかかわ り方 に工 夫や変化が見 られ たりす ることを とらえて,「 気付 き

が深 まる」 と考えた。

初期の気付 きは,自 分で意識 していない こともある。 また,意 識 していて も消 えて い く場

合 もある。情意的側面を伴 いなが ら,自 分 自身が気付 きを意識 し,次 の活動 へ と継続 する こ

とで 「気付 きが深 まった」 と とらえ る。

例 … オタマ ジャクシ 「かわ いいな」か ら

「カエルにな るんだね」 「飼 ってみ よ う」

「なにを食べ るんだ ろう」 「後 ろ足が生えて きた」

「飼 って いて楽 しい」な どへ

支援の工夫

本研究で は,児 童一人一人の気付 きを大切 に見取 り,児 童が主 体的な活動 の中で,気 付 き

を深 あて い くための教師の役割を 「支援 」 と した。

支援 は,活 動計画を立て る段階か ら始ま り,学 習後 の 日常生活での活動 に対 して も行 うよ

うに して いきたい。 その ためにはまず,一 人一人の先行経験や友達関係 など児童理解が大切

であ り,個 々の児童の思 いや願 いを教師が よ くくみ取 ってお くことが必要であ る。 また,教

師が一人一人の気付 きをよ く見取 ることが大切なので,見 取 り方 も工夫 して い く必要があ る。

気付 きを深 めるための様 々な方法や教師のあ り方を 「支援 の工夫 」 と考え た。
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皿 研 究 の 全 体 構 想

〈研究の背景〉

◆ 〈自立 への基礎を培 う〉 子供が体験 を通 して 自 ら得 た気付 きは,子 供 の自信 や意

欲 とな り自分 と身近 な社 会や 自然 との かかわ りを広 げる力 と して,こ れか らの学習

や生活 に生 きて働 くカ とな る。 つま り,気 付 きを深 めることを大切にする ことは,

子供の ものの見方 ・考え方を育て,自 立への基礎を培 うことにっなが る。

◆ 〈生活科の問題点 〉 生活科実施4年 目の現在で も 「生活科で子供たちに どうい う

力をっ けさせ るのか」 という声が聞かれ,子 供 が主体 的に学ぶ力の育成にっなが る

生活科の授業 を目指す ことが課題 とな ってい る。

〈研究主題 〉

児童一人一人 の気付 きを大切 に し,深 める支援 の工夫

〈研 究 の ね らい 〉

・気付 きの見取 り方 を工夫 す る。

・気付 きを深あてい く支援 の在 り方 を追究す る。

<目 指す児童像>II

○ 感動 を もって気付 く子

○身近 な環境 に進んでかかわ る子

0自 分のよさや 自分 の成長 に気付 く子

〈研究仮説 〉

◎体験 的活動の中で生 まれ た気付 きを見取 り,引 き出 し,※ 広げ る支援をすれば,児

童 は,身 近 な環境や 自分 についての気付 きを深め るであろ う。

※広 げ る とは,

① 教師が全体 に広げ る。(友 達 同士でかか わ らせて広 げ ることも含 む)

②その一人の児童の対象への見方,か かわ り方 をその一入の児童の中で広 げる。

1〈研究の内容 と方法 〉

・生活 科に関す る文献研究 をす る。

・気付 きの見取 り方 の工夫 につ いて研究を深め る。

・児童の気付 きに応 じた支援表を作成す る。

・授 業 研 究 を 行 う。

授業記録の分析 と,教 師の支援 の有効性の検討

・研 究 の ま とめを す る
。
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IV研 究 の 内 容 と方 法

児童一人一人の気付 きを見取 り支援 す ることによ って,活 動が より充実 した もの とな る。

また,そ うす ることで気付 きが深ま り,主 体 的に学ぶ力の育成 になると考えた。

そ こで,単 元を通 した活動の中で,ど のよ うな気付 きが生 まれ るのかを分析 し,そ の気付 き

に見合 った支援を考えて い くことによ り,一 人 一人 の気付 きを深めてい く手だて と した。

私達 は,気 付 きを深めて い く過程を大 き く3っ に分 け,そ れぞれの過 程において,気 付 き

を深あ るたあの有 効な支援の在 り方を探 ることに した。

本表は,単 元の中で児童の気付 きを深 あるためにどの よ うな支援が考え られ るかを気付 き

の過程に応 じて分類 しま とめた ものである。

気付きの深まりに

応 じた支援表

気付きを促す支援例
・一人一人の興 味、関心

を もとに した活動がで

きるよ うにす る。

・友達 とかかわ るよ う促

す。

・めあてをは っきり持 つ ⇒

よ うにす る。

・気付 きを意識 で きるよ

うに言葉掛 けをす る。

・気付 きを表 出で きるよ

う促す。

・どんな気付 きも認 める。

・気付 きに共感す る。

単元を通 して行 う支援

○環境設定

・活動場所の設定

・関係機関 との連絡、交渉

・必要な道具の用意

・活動時期や時間の設定

○安全面の指導

・危険な道具の取 り扱い方

の指導

・交通安全等の指導

自

然

や

社

会

へ

の

気

付

き

人

へ

の

気

付

き

児 童 の 意 識

興味 ・関心

「あれ、何だろ う」

「お もしろそ うだな」

「や ってみたいな」

疑問 ・困難

「どう してだろう」

「どうや った らいいの

だろ う」

「こま ったな」

「わか らない」

「○○ さん はどうかな」

喜 び ・感 動

「や っ た 」

「で き た 、 わ か っ た 」

「うれ し い な 」

友だちへの気付き

「友だちのやり方を見

てみよう」

「○○さんはすごいな」

人への気付き

気付きへの教師のねがい

・進 んで対象 にかかわ って

ほ しい。

・対象の変化や特徴 に気付

いてほ しい。

・疑問や困難を解決する手

だてを見っけてほしい。

・失敗やうまくいかないこ

とがあって も乗り越えて

ほしい。

・他の ものとの共通点や相

違点に気付き、対象の特

徴をっかんでほ しい。

・今までの経験や他教科の

学習を思い起こしてほ し

い。

・活動を通 して満足間や成

就感を味わってほしい。

・活動を通 して友達のよさ

に気付いてほしい。

・人 とのかかわ りを大切 に

して ほ しい。
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1気 付 きの見取 り方の工夫 につ いて

気付 きを見取 る方法 として は,児 童のつぶや きを拾 う ・絵や作文 など表現 した ものか ら抽

出す るなど,一 人一人の思 いを大切 にす る必要があ る。

そ こで,日 頃か ら児童理解 に努め,児 童 に寄 り添 って共に活動す る ことが,大 切 にな って く

る。 そ うす る ことによ り,児 童の性格 ・考え方や得意 な表現方法 などが分か り,そ の児童 に

合 った支援 をす ることがで きるので ある。

しか し,一 人一人 の気付 きが広が り深 ま ったか とい うの は,そ れ ら個 々の物や1単 位時間

だけの記録で は,わ か らない場合 もある。

そ こで,私 達 は,単 元終 了まで長期 に渡 り,児 童の記録 を とるよ うに試みた。そ うす るこ

とで,児 童の気付 きの深 ま りが分 か り,的 確 な支援の仕方が分 かる と考 えた。

気付 きを 深 め る支 援 例

・気付 きに共感す る。

・気付 く観点 を示す。

・気付 いた ことを表現で きるよ うにカー ド

等 を用意す る。

・気付 きを友 だちに知 らせ る場を設定 す る

・一緒 に原 因を考え る。

・自由 に調べ ることがで きる資料等を用意

す る。

・友達同士で情報交換 する場 を設定す る。

・身近 な人 に聞いてみ るよ う助言す る。

・比較の観点を示す。

・今 までの経験を思い出すよ うに言葉掛 け

をす る。

・立 ち止 ま って考え るよ うにす る。

・時には反論す る。

・教師も児童の感動や気付きを共有する。

・感動 したことを表現するよう促す。

・活動や気付きを他の児童に紹介する。

・友達の活動にも目を向けるよう促す。

・友達同士で情報交換する場を設定する。

・活動や気付 きを他の児童に紹介する。

・友達 とのかかわりの場面を拾い上げ賞賛

する。

・家庭や身近な人の協力があったことを思

い起こすよう言葉掛けをする。

⇒

自分 自 身 へ の 気 付 き

自信 ・意欲 ・成就 感
児
土

「ほめ られて うれ しいな」
里

「やればで きるんだj
の

日常化
意

「他の こともやってみたいな」
識

「もう自分 でで きるよ」

・自分のよ さに気付 いて ほ しい

教気 ・自分 に自信 を持 って ほ しい。
師付 ・気付きを他の活動に広げてほ
のき

し い 。

願へ ・気付きを日常の生活に生か し
いの

て ほ しい。

・気付 きを認 め、賞賛す る。

支気付 ・問題解決 していった力を認め

き 励ます。
援を
深

・他の活動へ の広が りを促す。

め
例る

・その子のよさを発揮できる場

を設定する。
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2気 付 きの 深 ま りに 応 じた 支 援 表 につ い て

(1)気 付 きが 少 な い時

対 象 と 出会 って もあ ま り興 味 が もて ず,す す ん で対 象 とか か わ ろ う と しな い 時 で あ る。

その た め,気 付 き も少 な く,た とえ 気 付 い て い て も 自分 で 意 識 して い な い状 態で あ る。

ここで は,児 童 が 興 味 ・関 心 に根 ざ した 意 識 的 な活 動 が で き るよ う友 達 とか か わ らせ た り

す る 中で,自 分 の め あて を は っき り と持 た せ る こ とが大 切 で あ る。 また,ど ん な 気 付 き も認

め た り,気 付 い た こと を表 出 させ た り して,気 付 きを意 識 す る よ うに促 す こ と も重 要 とな っ

て くる。

そ うす る こ とで,児 童 は,自 分 の意 識 の 中 に対 象 を と らえて い く こ とが で き る と考 え た。

(2)自 然 ・社 会 ・人 へ 気 付 い て い く時

児 童 は,活 動 を繰 り返 す 中 で,興 味 ・関 心 ・疑 問 ・感 動 な どの意 識 の流 れ に応 じて 身 近 な

環 境 に気 付 いて い く。

こ こで は,一 人 一 人 の 気 付 きを 見 取 り,気 付 きが次 の 活 動 へ とっ な が るよ うに促 した り,

共 感 した り,共 に考 え た り しなが ら気 付 きを定 着 させ る ことが 大 切 で あ る。 ま た,友 達 同士

の かか わ りの 中で 気 付 き を広 め た り,深 め た りす る こ と も重 要 とな って くる。

そ うす る こ とで,児 童 は,こ だ わ りを持 って 活 動 し,活 動 した ことを 生 き生 き と表 現 す る

よ うに な る と考 え た。

この よ うに,気 付 きを 見取 り,的 確 に支 援 す る こ と によ り,気 付 きが 深 ま る と考 え た 。

(3)自 分 自身 へ の 気付 きが深 ま る時

児 童 は,充 実 した 体 験 的 活 動 を通 して,気 付 きが 深 ま って い く。 やが て,児 童 に満 足 感 や

成 就 感 が 生 まれ る と,そ れ が 次 の活 動 の意 欲 とな り,日 常 生 活 に も生 かせ る よ うに な る。 ま

た,人 との か か わ りの 中 で 感 じ方 の 違 い に 気付 い た り,自 他 の よ さを認 め 合 った りす る よ う

に な り,自 分 自身 へ の 気 付 き も深 ま って い く。

こ こで は,そ の 子 の よ さ を発 揮 で き る場 を 設定 し自信 を持 たせ た り,活 動 が 日常 生 活 に つ

な が るよ うに新 た な意 欲 を もたせ る こ とが 大切 とな る。

そ うす る こ とで,児 童 は,自 立 へ の 基 礎 を 培 って い くと考 え た。

以 上,本 表 の概 略 で あ る。 本 表 を 基 に実 践 授 業 に 取 り組 む こと を研 究 の 主 なね らい と した 。

な お,実 際 の授 業 で は,児 童 の 実 態 や 願 い,教 師 の ね らい に応 じて 具 体 的 な 言 葉 に換 え て い

く必要 が あ る。 ま た,自 然 との か かわ りが 多 くな る単 元 で は,「 自然 へ の 気 付 き 」の 項 目が

独 立 して 大 きな比 重 を 占 め るな ど,柔 軟 に作 成 す る と効 果 的 で あ る。

また,支 援 表 の 番号 は,児 童 の 意識 の流 れ の順 番 を表 した もの で は な い。 児童 の 意 識 の 流

れ は,大 変 複 雑 で あ り,個 々 に よ って 異 な る。 そ こで,教 師 は,支 援 表 に と らわれ る こ とな

く,一 人 一 人 の 気 付 き に応 じて 的 確 な 支 援 を す る こ とが 重 要 で あ る と同 時 に,友 達 と比 較 す

る こ とな く,そ の 子 の 気 付 きが どの よ う に深 ま って い ったか を 見 取 る こ と も大 切 で あ る。

このよ うに,一 人一人の 気付 きを大切 に見取 り,気 付 きの深 まりに応 じた支援表を基 に し

て実践授業の支援 を予想 して,授 業 に取 り組む こととした。

8



V 実 践 事 例

第1学 年

1.単 元 のね ら い

自然の中での遊 びを通 して気付 きを深め る支援の工夫例

単元 「城 山に遊びにい こう」

・初 夏 の 自然 に気 付 く。

・城 山 で 遊 びた い こ とを 自分 な りに もち ,計 画 で き る。

・友 達 と楽 し く遊 び ,友 達 の よ さに 気付 く。

・自然 とか か わ る こ との 楽 しさを 体 感で きる。

・遊 ん だ こ と ・発 見 した こ とを ,自 分 な りに表 現 で き る。

2.単 元 につ いて

入 学 間 もな いた め,小 人 数 で 固 定遊 具 で 遊 ん で い る こ とが 多 い。 下 校 後 も,入 学 前 か らの

友 達 と,室 内 で ゲー ムや お 絵描 き,庭 で サ ッカ ーや お ま ま ご とを して い る。 子 供 た ちだ け で

公 園 へ 行 くこ と は少 な く,自 然 を相 手 に遊 ぶ とい う経 験 は 意外 に少 な い。 一 方,虫 な どに っ

いて 図 鑑 や テ レ ビな どか ら得 る知 識 を持 って い る子 は多 い 。

そ こで,自 然 の 中 で お もい っ き り遊 ぶ こ とを通 して,自 分 な りの発 見 や興 味 ・関 心 に こだ

わ りを 持 って ほ しい と考 え,学 校 の す ぐそ ばで あ り,固 定 遊 具 が な く自然 を その ま ま残 して

いて,自 分 た ちの 発 想 を 大 事 に して遊 べ る城 山公 園 で 遊 ぶ こ とを 設定 した。

ま た,遊 びの 中 で 気 付 いた こ とや思 い を表 出 させ る機 会 を 工夫 し,自 分 が 見 付 け た こ とや

考 え た こ とが 友 達 か ら認 あ られ た り,友 達 と比 べ た りす る こ とを通 して,自 分 の よ さ に気付

く ことが で き る と考 え た 。

3.活 動 計 画(8時 間)★ 予 想 され る児 童 の 気付 き

(1>城 山 へ み ん な で 行 って み よ う… …2時 間

★ 木 が い っぱ い あ るね 。 大 きな は っぱだ ね 。 ザ リガ ニ が い る よ。 トイ レが あ る。 花

が 咲 い て る。 こ この 水 は きれ い だ ね。 ここ に入 って い い の か な あ。 か くれ ん ぼ を

した らお も しろそ うだ ね 。

(2)遊 びの 計 画 を 立 て よ う… …2時 間

★ 池 の 所 にザ リガニ が い た ん だ よ。 ザ リガニ と り した い な あ 。網 を持 って い た らい

いん じゃ な いか な あ 。 着 替 えが あ った ほ うが い い よ。 ころ ん じ ゃ った らど う しよ

う。 崖 滑 りが した いけ ど何 か あ った ほ うが い いか なあ。

(3)城 山 で お もい っ き り遊 ぼ う… …3時 間

★ 湧 き水 は冷 た い。 こ っ ちの ほ うが 速 く流 れ る よ。 赤 い と ころ は よ く滑 る よ。 フ カ

フ カだ 。 葉 っぱ の お 布 団 だ よ。 石 の下 に虫 が い る。 前 に も こ こに ア メ ンボ ウが い

たん だ よ。 ツル ツル の は っぱ だ。 ○ ○ ち ゃん じ ょうず だ ね,や り方 を教 え て よ。

この 花 い い匂 い。 一 緒 に花束 に しよ う。

(4)楽 しか った こ とを 知 らせ よ う… …1時 間

★ お母 さん に知 らせ た い な。 こ うや る と うま く滑 るん だ よ。 紙 芝 居 に しよ う。 み ん

な に教 え て あげ る。 城 山 か るた を作 ろ う。
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4、 気 付 き を 深 め る た め の 支援 の 工夫 と児 童 の変 容

・城 山 ル ー ムの 活 用 … 空 き教 室 を 利 用 して,池 や 川 や道 を 作 り教 室 全体 を城 山公 園 に見 立 て

た。 見 付 け た こ とを 見 付 け カ ー ドに 自由 に書 き,城 山 ル ー ムで 場所 を確 か めて どん どん

貼 って い った。 この 事 で,ど ん な 小 さな事 で も 自分 の発 見 と して 気 軽 に 気付 きを表 出 し

た り,友 達 の と比 べ た り して 自信 を持 っ こ とが で きた。

・計 画 書 の活 用 …遊 び た い こ とを は っき りさせ,イ メー ジを もつ こ とが で きた 。 よ り楽 し く

遊 ぶ た あ に,崖 滑 りを した い子 は段 ボ ール,ザ リガ ニ と りを した い子 は虫 と り網 な ど と

持 ち物 に も気付 いて い った。 ま た,お 互 い に計 画 書 を 見 せ合 う こ とで,友 達 の よ さ に気

付 き,持 ち物 を書 き加 え た り,「 一緒 に遊 ぼ う」 と声 を掛 け 合 った り した。

・一 緒 に遊 ぶ … 計 画書 に は 「水 遊 び が した い 」 と書 い た けれ ど,い ざ水 に入 る とな る と尻 込

み を して しま ったAさ ん と手 を っ な い で一 緒 に川 に入 り,水 遊 び を した。 「は い っち ゃ

った」 と 自分 に 自信 を も った り,「 足 が抜 け な い 」 と川 底 の 様 子 に 気付 い た り。 「石 を

め く った ら,ち っち ゃ い虫 が い た」 と生 き物 に も気付 く ことが で きた 。 今 度 は 「オ タマ

ジ ャ ク シを と りた い 」 と 自然 に積 極 的 にか か わ ろ う とす る態 度 が み られ る よ う にな った 。

・や って み せ る… オ タマ ジ ャ ク シを とろ う とす るが う ま くい か な いBさ ん の と な りに座 り,

実 際 に と って み せ た。 横 か ら じっ と見 て い たBさ ん は,今 度 は オ タマ ジ ャ ク シの 動 きを

ゆ っ くり観 察 し,両 手 を お わ ん の よ うに して さ っとす くい と る こ とがで き た。 自分 で つ

か まえ た オ タマ ジ ャク シを 教 室 に持 ち 帰 り,水 槽 を用 意 し,餌 を調 べ た り 「た ま ち ゃん 」

と名 前 を 付 け た り した 。 足 の 出方 な どオ タマ ジ ャ ク シの 成 長 に気 付 きなが らカ エ ル に な

る まで 育 て た。 また,友 達 に 「教 え て あ げ る」 と

声 を掛 け,翌 日の 放 課 後 に は誘 い合 って オ タマ ジ

ャ ク シ と りに 出掛 け る様 子 が 見 られ た。

・友達 とか か わ らせ る …ぶ っ か る こ とが 多 か ったC君

とD君 は今 回遊 び た い こ とが 同 じだ った ので,一

緒 に行 動 す るよ うに 声 を 掛 けた。 虫 と り網 を貸 し

た 事 で,頼 りに され る こ との 喜 び に 気 付 い たC君 。

虫 を た くさん っ か ま え るC君 を 「す ごい 」 と感心

して 見 たD君 。 お 互 い の 違 いや よ さ に気 付 き,か

ば い合 った り頼 りに した りす る姿 が 見 られ るよ う

に な った。

5.実 践 を振 り返 って

児童 は城山公園の 自然の 中で お もい っき り遊ぶ ことで,初 夏の 自然や友達 と深 くかかわ っ

た。水 に足 を入れ た ときの冷 たさや,自 分が捕 まえた生 き物 の様子や,い ろいろ試 した中で

一番 うま く滑 る崖滑 りの方法 や
,同 じア ジサイで も場所によ って色が違 う事や,友 達の虫 と

りの うまさな どに,体 全体で 気付いてい った。 この ような活動を繰 り返す 中で,友 達 と誘 い

合 って虫 とりに行 った り,生 き物の飼育を継続 して取 り組むよ うにな った。季節が変わ った

ら,「 また行 ってみよ う」 と意欲を示すよ うにな り,身 近な 自然 に積 極的にかかわ るよ うに

な った。
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第1学 年

家族 とのかかわ りを通 して気付 きを深めた支援 の工夫例

単 元 「や って み た い な 」

1.単 元 の ね らい

家 族 と 自分 との か か わ りに興 味 を もち,家 庭 内で の 自分 の 役割 に気 付 く。

お手 伝 い につ いて 興 味 を もつ と と 郵に,自 分 で で き る こ と は 自分 で しよ うとす る。

2.単 元 に つ い て

「家 庭 で の生 活 」 と い う学 校 で は見 え に くい部 分 に焦 点 を 当 て て 考 え る こと に よ り,

自分 と友達 との 違 い や,自 分 自身 にっ い て深 く考 え る こ とが で き る。

3.活 動 計 画(12時 間)

第1次 家 族 を紹 介 しよ う(4時 間)

・夏 休 み に した こ とを発 表 しよ う。

・家族 に つ いて 知 らせ よ う。

第2次 こん な こ とを して い る よ(6時 間)

・自分 の こ とを知 らせ よ う… 自分 の コ ピー を作 って 家 で 自分 で や って い る こ とを ,

知 らせ よ う。

… 家 で や って み た お手 伝 いを 知 らせ よ う。(本 時)

第3次 で き るよ うに な った よ(2時 間)

・自分 で や って み た こ とを振 り返 って み よ う… うちの 人 に手紙 を 書 い た り,お 手 伝 い

券 を作 った り しよ う。

4.本 時 の 活 動(8/12時 間)

(1)め あ て

・お 手 伝 い を す る こ とを通 して ,家 庭 内 で の 自分 の 役 割 に気 付 く。

・自分 の した こ とを工 夫 しなが ら表 現 す る。

・友 達 の 表現 を 見 て ,友 達 の 頑 張 った こ とや よ さに気 付 く。

② 展 開

児 童 の 活 動 主 な 評 価 と 支 援
支 援 表

との対応

1.発 表 の 準 備 を しよ う

2.グ ル ープ の 中 で 発 表 しよ う ★家族 の中での 自分の役割 に気付 いたか。 7]10]

→家族がや ってい る時はどんな様子だ ったか 15]16]

尋 ね る。 18】

★友達の頑張 った ことやよさに気付 いたか。 13)14)

→ 友 達 の コ ピーに シー ル な どを 貼 るよ う促 す

3.お 手 伝 い カ ー ドに →友達の よさに気付 いた児童 を賞賛す る。

今度 したいお手伝いを書 こう ★ 自分で更 に挑戦 してみよ うとい う気持 ちにな 2d]

っ た か 。
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5.児 童の気付 きの深ま りに応 じた支援表

気付 きが少 ない とき

1】 家族で過 ごす時間

が多 くな るよう家庭

に協力を呼 びかけ る。

2】 家族 に目が向け ら

れるよ うな活動計画

を立て る。

3】 夏休 みに家族 と過

ご した ことな どを思

い出せ るよ うな言葉

が けをす る。

⇒ ⇒ ⇒

家

族

や

友

達

へ

の

気

付

き

児童の

意 識

興味 ・

好奇心

疑 問 ・

困 難

比較

喜 び ・

感 動

気 付 き へ の 教 師 の 願 い

・自分の家族の構成 や役割

・家族の して いる仕事の内容

・友達の家族 と自分の家 族 との違 い

・友達の して いるお手伝 い

・自分が直接かかわって いない時の家族の仕

事

・や ってみたい仕事のや り方

・自分がや ってみた ことの表現方法

・友達 の 家 族 構成 や 役割 と,自 分 の 家 との違

い

・友達 とや って み た お 手伝 い と 自分 との違 い

・友達 の頑 張 った こ と

・家 族 に して も ら った こ と

・お 手 伝 い を して 家 族 に認 め られ た こ と

・以 前 で きな か った こ とが で き る よ うに な っ

た こ と

・友 達 か ら認 め られ た こと

6.実 践を振 り返 って

児童 はそれぞれの家族 に,お 手伝 いを通 してよ り多 くかかわ るよ うにな り,家 族や 自分

の役割 に気付いた。 友達 について も自分 と比較 し,そ れ ぞれの違 いに気付 き,友 達の よさ

に気付 くようにな った。活 動後 も多 くの児童が意欲的にお手伝 いを してい る。 この活動 中

次のよ うな児童の変容が見 られた。

・家庭 内での家族の役割 に気付 き
,自 分の役割を果たそ うと した児童

・家族の 自分 に対す る思いに気付 き,家 族を思いや るよ うにな った児童

・友達や教師 に もお手伝い した ことが認 め られ 自信を持っ よ うになり
,他 の学 習に も

自信を持 って取 り組むよ うにな った児童
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気付 きを一歩深 ある支援 の工夫

4】 興味が持続す るよ うな活動計画を立て る。

5】 興味 を もった ことをさせ るよ う家庭 に呼び

かけ る。

6】 家族 の ことで 気付 いた ことを表現で きる場

を設定す る。

7】 友達同士 思 った ことを話 すよ う促す。

8】 お手伝い カー ドに家族 に励 ま しの言葉を書

いて も らえ るよ う協力 して もらう。

9】 どこで困 ってい るのかわか るまで見守 る。

,10】友達の様子を見 るよう促す。

11】 友達や教師が相談 にの る。

12】 疑 問点や困難 なと ころを表現で きるよ うな

雰囲気作 りをす る。

13】 比 較 して 気付 い た こ とを認 あ,賞 賛 す る。

14】 共 に比 べ て み る。

15】 自分 が や って み た お手 伝 い を 想起 で きる よ

うな 環 境 を 工 夫 した り言 葉掛 け を した りす る。

16】 共 に喜 び,共 感 す る。 ・

17】 感 動 した こ とを 友 達 に も分 か る よ う表現 す

る よ う促 す 。

⇒ ⇒

自

分

自

身

へ

の

気

付

き

自信

意欲

・自分 が で き る よ う にな っ

た こ と

・家 族 の 思 いが 分 か った と

い う実 感

・次 に や りた い こ と

18】 自信 を も った こ とを 認

め 賞 賛 す る。

19】 活 動 が継 続 して い くよ

う家 庭 に呼 び か け る。

20】 意 欲 を もって い る こ と

を認 め,他 の 児 童 へ も広

げ る。

・自分でで きる ことに気付 き,進 んで 自分の ことは 自分でするよ うにな った児童

児童の気付 きの深 ま りに応 じた支援表 を作成 し,単 元終了後 も継続 して利用 して い くこ

とによ り児童の気付 きの深 ま りが分か り,個 に応 じた支援がで きた。 またその時有効だ っ

た支援を記録 し,次 の単 元に も生 か して いった。

この単元 は,家 庭 との連携 によ って成 り立 つ ものであ るため,家 族 との連絡 を密 に し,

児童が今,ど の状態 にいて どんな思いを持 って いるか理解 して もらった。 そのため,家 族

の協力が得 られ,児 童の生活全体でお手伝 いにかかわ ることがで きた。
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第1学 年

飼育活動 を通 して気付 きを深 めた支援の工夫例/

一 単元 「生 き物 となか よ しになろ う」

1.単 元のね らい

・生 き物を見つけた り,飼 った り しなが ら,そ れに親 しみを もって接 し,大 切に しよ うとす

ることがで きる。

・世話をす る活動を通 して,ど ん な生 き物 も自分たち と同 じよ うに生命 を もってい ることに

気付 くことがで きる。

2.単 元 について

身近 な自然の減少や生活の変化 に伴 い,子 供た ちは自然 と触 れ合 う機会が少 な くなって き

て いる。 しか し,具 体的 な活動体験を通 して身近な社会や 自然を とらえ る とい う発達上の特

徴 を持 っ この時期の子供 は,ち ょっとしたきっか けか ら,自 然 の事物 や現 象に興味を示 し,

活動 に熱 中 して い く。

今 までに,犬 や金魚 ・鈴虫 な どの生 き物 を家庭 や幼稚園 ・保育園で飼 った ことのある子供

は多いが,自 分で世話 を し,育 てた とい う経験 を もつ子供 は少 ない。 また生 き物 が好 きで,

カタツム リや ヤモ リ ・バ ッタを教室 に持 ち込む ことも多 いが,っ か まえ ることに興味がい き,

継続 した世話が苦手な子供 も少 な くない。生 き物 は好 きで もその生 き物の生態や飼い方 につ

いて はあま り知 らない。 また生 き物の種類 によって,死 に対 す る認識 に差が ある。

このよ うな実態 をふ まえて,こ こでは,一 定期 間一人一人が 自分の飼 いたい生 き物を育て

親 しむ場 を設け るよ うにす る。 自分 の もの,自 分 の大切な もの とい う意識 を もって,最 後 ま

で世話 す る中で,生 き物 の成 長や変化,そ れ らの不思議 さや面 白さ,特 徴,ま た,世 話す る

喜びや大 変さな どに気付 くとと もに,自 分たち と同 じ生命を持 ってい ることに も気付 き,更

に愛情を深め,生 き物 を大切 に しようとす る気持 ちや態度 を育て たいと考えた。

3.活 動計画(9時 間扱 い)○ 感心 ・意欲 ・態度 口思考 ・表現 ★気付 き

第

次

児 童 の 活 動 評 価 ←支援*留 意点

活動の き っか け

・○ ○ さん が 教 室 にバ ッタ と コオ ロギを 持 って きた よ。

・夏 休 み ,00さ ん は ア ゲハ の 自 由研 究 を や っ た よ。

・わ た し も教 室 で 虫 を か って み た い な。

◎ か ってみたい生 き物 を決あ る。

・わ た しはハ ム ス タ ー を 飼 い た

い 。

・き ょ う ,コ オ ロギ を っ か まえ

て こよ う。

・カニ を 飼 い た い け ど ,ど こに

い るの?

○ 自分の世話 した

い生 き物が見つ

け られ たか。

*自 分 で探 した,自 分 で

と った,自 分 で 育 て て

い る 生 き 物 に 限 定 す

る。 手 に 入 らぬ場 合 は,

そ の 生 き物 を 飼 って い

る家 に頼 ん で 分 け て も

らう,借 り る。

*児 童 の 健 康 に 留 意 して

支

援

表

と

の

対

応
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事 前 に調 べ て お く。

◎生 き物のか い方を知 る (ア レル ギ ー,喘 息 な ど)

○ 飼 った こ との あ ←教 室に生 き物 に関す る

生 ・本 で 調 べ よ う 。 る人 に 聞 こ う と 本 の コー ナ ー を設 け, 14

・飼 って る人 に聞 いて み よ う。 して い るか 。 児童が 自由に見 られ る
き

よ う にす る。

物 ◎生 き物 の世話 をす る。 ← いろいろな世話 の仕方 IO

(常 時活動) ★毎 日の世話の中 を考 え る よ う助 言 す る。
の

で,発 見 や 喜 び, (え さ をや る。 す み か を

疑問 を見つけて 掃 除す る。鳴 き声を聞世 世 話 した 生 き物

ハ ム ス ター コオ ロギ い る か 。 くな ど)
話

力 タ ツ ム リ ク ワ ガ タ ○ 愛情 を もって大 ← 世話 しなが ら,見 つ け 6

を ア ゲハ(幼 虫)ハ ナ ム グ リ 切 に生 き物の世 た こ と,感 じ た こ と,

カ ブ トム シ ブル ーギ ル 話 を続 けて いる をrあ の ね カ ー ド』,

し
ドジ ョウ ア マ ガエ ル か 。 r生 き物 新 聞 』 に書 く

よ カ ニ ア リ よ う助 言 す る。

,
計12種 類 ←生 き物 や飼育の ことで 13

つ
困 った ことやわか らな

い時の ためにr生 き物 15

・名 前 を っ け た い な。 こま っ た箱 』 を 置 き解
5

・え さを 食 べ た よ。 決 に役 立 て る。
時

・お か しい な 。 え さを 食 べ な い ←朝の会,帰 りの会を利 6
間

・ど う して しん じゃ った の? 用 し,生 き物の情 報交

・や った!た ま ごを うん だ よ。 換 す る。

←他教科 との関連を図 り

・カ エ ル新 聞 に誰 もカ ー ドを 生 き物 への思 いや特徴 11

は って くれ な い。 の気付 きを深 めるよ う

・他 の生 き物 もか って み た い な にす る。

第 ◎ 自分の生 き物 じまんをす る。 口 自分な りの方法 ← 自慢の方法 は児童 の考
く

22
二
次 『わ くわ くい き もの で友達 に自分の え に任 せ る。

生 ワー ル ドを や ろ う』 生 き物を伝えた (必 要 に応 じて例を示す)
き物

じ
(本 時) か 。 *生 き物の生命 に危険の

ま な い方 法 にす る。・
ん
をし ★ 自分の生 き物 に r生 き物 ワ ール ド」 後 26

よ っ いて更 に気付 生 き物を ど うす るか
つ

4
きを深 める事が 話 し合 い をす る。

躊
で き たか 。 (も といた場所 に逃がす

・これ か ら生 き物 を ど う しよ うか Or家 で続 けて飼 う)
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4.児 童の気付 きの深 ま りに応 じた支援表

気付きが少ない

1】 その子が飼 ってみ

たい生き物をでき

る限り認める。

2】 一人では飼えない

さわれない場合は

友達と一緒に飼 う

3】 教師の生き物の飼

育の体験談や生き

物を題材に取 り上

げた心温まる実話

や童話を紹介 した

り読み聞かせした

りする。

4】 どんな気付きも認

める。共感する。

5】 教師も一緒にさわ

ってみる。抱いて

みる。

⇒ ・⇒ ・⇒

自

然

へ

の

気

付

き

児童の意識

興味 ・

好奇心

疑問 ・困難

比 較

喜 び ・感動

友 達 へ の

気 付 き

気付きへの教師の願い

・生 き物の成長や変化

・飼い方や病気、死の問題など

の困 った問題を解決する手だ

て

・他の生き物との共通点や相違

点

・生命ある生き物の世話には喜

び、苦労、悲 しみなどが伴う

こと

・生 き物の世話を通 して、 友達

のよさ、 自分のよ さ

⑧
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生 き 物 飼 育 単 元

☆気付 きを一歩深める支援の工夫

6】 世話 して発見 した ことや感 じた ことや 出来事を絵 や文

な どで表現す るように促す。 〈カー ドの利用>

7】 友達 か らの気付 きを知 る場 を作 る。

8】 生 き物 をなるべ く一緒 にい られ る場所で飼育す る。

9】 決定 的瞬間(脱 皮 ・羽化 ・誕生 ・捕食な ど)を 視聴覚

機器 を使 い記録す る。

10】 気付 く観点を示す。

<さ わ ってみ る ・抱 いて みる ・に らめ っこしてみ る ・

匂 いをか いでみ る ・音 を聞 いてみ る ・話 しか けてみ

る ・まね してみ る ・実験 してみ る ・じっと見守 る>

ll】 他教科 との関連をはかる。

<国 語科の説明文 ・音楽科の歌づ くりなど>

12】 ど うしてそ うな ったのか、わ けを考え させ、 その生 き

物の生命 に危険のない範 囲で解決策を出す よ う促す。

13】 飼育の上で困 っている ことを相談す る場 を設 ける。

〈生 き物相談箱 ・困 った箱の設置。児童 に尋ね る。>

14】 生 き物の生態や飼 い方がの って いる本の コーナーを教

室 に設置す る。

15】 友達同士で情報交換す る場を作 る。

16】 その生 き物 の ことにつ いて よ く知 っている上級生や保

護者や地域 の人 に聞 いてみ るよ うに促す。 または、学

級に招 き、話 を して もらう。

17】 朝の会 や帰 りの会等を利用 し、rお 知 らせ タイム』な

どで、他 の生 き物の情報を交換 する。

18】 同 じテーマで比較をす るよう促す。

〈うんち比べ、足比べ、食べ物比べ など>

19】 他の生 き物 とも触れあ う場 と時間を設定、保証す る。

20】 生 き物 の寿命 を人間の年齢にた とえさせてみ る。

21】 教師 も一緒 に世話をす る。共 感する。

22】 感動をかたちに残す。 〈表現 す る。>

23】 児童が誤 った世話だ った ことに気付 かない場合 は助言

す る。

24】 友達 とのかかわ りの場面を拾 い上 げ認め賞賛す る。

<一 緒に見つけて あげた り、世話 を したり した。>

25】 大事 に世話 を した子のがんば りや優 しさ、工夫ぶ りを

認め、賞賛す る。

17一

HH

自分自信への気付き

自信 ・意欲 ・成就感

・どんな生 き物で も自

分たちと同じように

生命をもっているこ

と

26】生 き物にとって本

当に棲みやすいと

ころを考えさせる。

27】他の生き物の飼育

への広がりを促す。

(願いに応 じて)

圓



5.本 時 の活 動(本 時8/9)○ 感 心 ・意 欲 ・態 度 口 思 考 ・表 現 ★ 気 付 き

(1)目 標 ○ 自分 で 工 夫 した り,考 え た り しな が ら自分 の生 き物 自慢 を す る こ とが で き る。

○ 自分 や 友 達 の 生 き物 の よ さ に気 付 き,更 に大 切 に世 話 しよ う とす る気 持 ちを もっ。

(2)展 開

児 童 の 活 動 評 価 ←支援*留 意点

の
わ くわ くい き もの ワー ル ドを や ろ う

忍
◎ どんな方法で 自分の生 き物 ○早 く生 き物 自 ←生 き物 じまんへの意欲 を高め る。

じまんす るか確かめ る。 慢 をや って み ← けがを した ときの対応 にっ いて

たい気持 ちを 教 え る。(*消 毒 薬 の用 意)

◎生 き物 ワール ドのや り方を も って い るか。 ← 友 達 の 自慢 を 見 て,わ か らな い事

確 か め る。 が あ った ら質問 して もよい ことを

告 げ る。

◎ 生 き物 ワー ル ドで 楽 しむ 。 ←お客が少 ない所 には,教 師が行 っ

○楽 しく生 き物

自慢 を しいい

た り,他 の 児童 に誘 いか け した り

す る。一 じまんの方法

る か 。 ←友達の生 き物 と触れ合 ってい る児 18

クイズで ビデオで 童 に自分の生 き物 との比較を促す

紙芝居で 遊び場で 口工夫 した り ← うま く自慢が 友達 に伝え られてい。 6

触 らせてあげ る 楽器 で その子 らしい ない児童には今 までの気付 きや発

っか まえた道 具で 自慢方法 を し 見を想起 させ る。言葉が けをす る。

← か か わ りの 少 な い 児童 に は , 10て い るか。 気付

く観 点 を教 え る。

一生 き物 ワ ール ドの や り方 一 ←生命の存続にかかわる変化(脱 皮, 10

★友達の生 き物 交尾 など)を 見せた生 き物 には,

じまん コ ー ナ ー とお 客 に の よさに気付 そ っ と見 守 るよ うに 促 す。

分かれ,前 半後半で交代 いて い るか 。 ←乱暴 な扱 いを した時は注意をす る。

す る 。15分 ず つ 。 ← どん な気付 き も認め る。共感す る。 4

★ 自分の生 き物 ←よい気付 きを賞賛す る。

の よさを再認 比較 する,自 分 なりの考えを もつ 4

識す る ことが 疑 問 を もっ,さ わ る こ とが で きた,

で き た か。 動作化 する,前 の経験 を生かす,

実証す る,そ の子 らしい表現な ど

◎生 き物 ワール ドで遊ん だ感 ★ 友達 のよさに ←友達 とのかかわ りの よい場面を認 24

想を発 表 した り,生 き物 気 付 い たか 。 め,賞 賛 す る。

新 聞 に カ ー ドを貼 った りす ← 今後 の世話 にっなが る気付 きがあ

る 。 れば取 り上 げ る。
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6.実 践 を振 り返 って

(1)気 付 きの 見取 り方 の 工 夫 に つ いて

世 話 を しな が ら発 見 した こ と,不 思 議 に思 った こ と,感 じた こ と等 を カ ー ドに書 くよ う促

した。 「生 き物 こま った 箱Jを 通 して 飼 育 の こ とで 困 った事 を 表 出 で きる よ うに した。 ま た

児 童 に 直接 聞 い た り,っ ぶ や きを拾 っ た り した。 この よ うに見 取 った一 人一 人 の 気 付 きを 単

元 終 了 ま で 記録 し,一 覧 表 に した。

その 結 果,そ の子 な りの 気付 きの 変 容 して い く過 程 が分 か っ た。 また そ の 児童 が 大 き く変

容 した き っか け にな る気 付 き も読 み取 る こ とが で き た。 この二 点 は,一 人 一 人 の気 付 きを深

あ る支 援 に大 変 役 に立 った 。

(2)本 単 元 で 有 効 だ った,気 付 きを深 め る支 援 の 工 夫 につ い て

大 事 に世 話 を した 頑 張 りや 優 しさを認 め,賞 賛 す る

生 き物 へ の 愛 情 を深 め るだ けで な く,そ の生 き物 が 自分 に と って 大切 な存 在 で あ る事 に 気付

き,ま た 自信 を付 け る こ と に もっ な が った。

ドジ ョウを世 話 したA児 の例

ク ラスで は控 え 目だ か,ク ラ スで一 番 長 い期 間 世 話 を が ん ば って きた事 を 「生 き物 ワー

ル ド」 の 時,教 師 か ら全 員 の 前 で 紹 介 され た。 その 事 を知 って い た 友達 か らも共 感 の 言 葉

が 出た。A児 は うれ しい顔 を した。 そ の 日の夜,A児 は 「僕 はい っ か ら ドジ ョウを 飼 って

い た っけ?」 と母 親 に改 あて 聞 い た。 今 日 に至 るまで の 自分 と ドジ ョウ との か か わ りを 再

認 識 した 。 「ドジ ョウ は僕 の宝 物 なん だ 」 と母 親 に 言 った。(母 親 の 話 か ら)

後 日,展 覧 会 の 図 工 の作 品 で,「 ぼ くと ドジ ョウの ゆ め のお う ち 」を 見事 に表 現 した。

世話 して発見 した事 や感 じた ことを自分 な りの言葉で表現 した ものを賞賛 す る

自分 な りの言葉で表現 した ものを全体 に も紹介す る

他の児童の気付 きのかかわ り方に もよい影響 を与えた。 どの児童 も安心 して 自分な りの言葉

で表現 しよ うと した。初めの頃は図鑑 に書 いて あった事をその まま書 き写す児童 もいたが,

次第 に自分 とのかかわ りで書いた表現 が多 く見 られた。

自 分 な り の 言 葉 の 例

・ 「か に さん は ,私 が の ぞ くとす ぐか くれ ま す。 か に さん は はず か しが りや さん で す 。 」

・ 「せ ん せ い あの ね ,き ょ うハ ム ス タ ーが げ ん きだか ら,わ た しもげ ん きに な る よ。 」

・ 「わ た しの コオ ロギ は ひ る ま は あ ま りな き ません 。 よ る な くこ とが お お いで す 。 だ か ら

わ た しは土 よ う 日が く るの が楽 しみ で す 。 コオ ロギ が いえ にか え って くるか らです 。 」

自分 の 生 き物 を 教 え た り,友 達 の生 き物 と触 れ 合 った りす る場 を 設 定 した。

単 元 の最 後 に 「生 き物 ワー ル ド」 を行 った。 どの 児 童 も生 き生 きと活 動 して い た 。 友達 か ら

「○ ○ ち ゃん の カエ ル はか わ い い ね。 」 な ど ほ めて もら った り,友 達 の 生 き物 と 自分 の生 き

物 の特 徴 を比 較 した り,こ の 触 れ 合 い を通 して 自分 の 生 き物 の よ い と ころを 再 認 識 す る こ と

が で きた。 何 人 もの児 童 が,「 これ か ら も大 事 に世 話 して い きた い 」 と この 日の カ ー ドに書

い た 。 ち ょう ど 「生 き物 ワー ル ド」 の 日,B児 の世 話 して いた カ タ ツム リが クラ スで 初 あ て

卵 を 産 ん だ 。 今 ま で世 話 が思 い通 りにい か な か ったB児 に とって 最 良 の 日。 得 意 気 に な って

友 達 に卵 を み せ て い た 。
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2

栽培活動 を通 して気付きを深 めた支援の工夫例

単元 「野菜 を育てよ う」

単元 のね らい

○野菜を育て る活動を通 して,成 長の様子 に関心 を もち,進 んで世 話をする。

○育て た野菜を収穫す る喜 びを味わ う。

単元 につ いて

植物を育て ることは,長 期 にわた る栽培活動を して い くことが課題 となる。 そ こで 「育て

て食 べ る」 と い う子 供 た ち の 願 い が あ った野 菜 を 取 り上 げ た。 自 分で 育 て るん だ と い う願 い

を実 現 す るた め に,育 て る野 菜 は一人 一人 に決 め る よ うに した。 野 菜 を育 て る こと は,決 し

て 自分 の 思 い通 り にな る こ とで はな い。 自分 で 世 話 を しな が らそ の成 長 や 変 化 に気 付 いて 初

あて 喜 びや 感 動 を もって 学 ん で い く こ とが で き る と考 え た 。継 続 して 育 て,野 菜 の 育 つ 様 子

を楽 しみ に して い くこ とは,子 供 た ち の心 を育 て て い くこ とに つ なが るの だ ろ う。

1学 期 に は,一 人 一 人 の 個 人 の畑(植 木 鉢)で ミニ トマ トや ナ ス等 の 自分 の 好 き な野 菜 を,

ま た共 同の 畑(学 級 園 ・プ ラ ンター)で は みん なで 話 し合 って決 あ た ダ イ ズ を育 て て き た。

2学 期 に な って 収 穫 した ダ イ ズで で き る もの を調 べ,簡 単 に調 理 して収 穫 を喜 び合 った。 自

分 た ちで 育 て た野 菜 を 料 理 して 食 べ る とい う経 験 が 少 なか った 子供 た ち は,大 きな感 動 を も

って活 動 して い た。 こ う して 収 穫 の終 わ った後 の 畑 を 見 た子 供 た ち の 中か ら 「ま た何 か 植 え

た い な。 」 と い う声 が上 が った 。 そ こで,そ う した子 供 た ちの思 い を大 切 に,前 単 元 で の 経

験 を生 か しなが ら,進 ん で 活 動 で き るよ うに した い と考 え た。

3.活 動 計 画(14時 間)

第1次 野 菜 を 植 え よ う(4時 聞)

・自分 の 育 て て み た い野 菜 を 話 し合 う
。

・育 て て み た い野 菜 にっ い で 調 べ る
。

(野 菜 の 種類,種 の ま き方,育 て 方,収 穫 した野 菜 で で きる料 理 等)

・調 べ て きた こ とを 紹 介 し合 い
,何 を そだ て るか 決 め,育 て る準 備 を す る。

・種 ま きを し,植 え た野 菜 へ の願 い を カ ー ドに書 く。

第2次 野 菜 の 世話 を しよ う(4時 間)

・成 長 の様 子 を 見 な が ら
,世 話 をす る.

(水 や り,支 柱 立 て,雑 草 抜 き,虫 取 り,わ ら敷 きな ど)

・ 「大 き くな った ね カ ー ド」 をか いて い き
,野 菜 ごよ み を作 って い く。

・困 った こ とや心 配 な こ とを話 し合 って
,方 法 を考 え,世 話 を して い く。

第3次 野 菜 の と りい れ を しよ う(6時 間)

・で きた野 菜 を ど の よ うに食 べ るか 話 し合 う
。

・自分 た ち で計 画 し,準 備 す る。

・(サ ラダ を作 ろ う,お 味 噌 汁 に入 れ よ う,漬 物 に しよ う等)

・野 菜 を と りいれ ,簡 単 に調 理 して 食 べ る。

・野 菜作 りの 活 動 を振 り返 る
。(絵 日記 に書 く,手 紙 を 書 く等)
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4.本 時 の 活 動(2/14時 間)

(1)目 標 ○ 自分 た ちで 調 べ て きた こ とを紹 介 し合 い,自 分 の 育 て た い野 菜 を 決 め る。

○ 自分 の 野 菜 を 育 て る準 備 を す る。

(2)展 開 ○ 関心 ・意 欲 ・態 度 口 思 考 ・表現 ☆気 付 き

時 児 童 の 活 動
評 価 支援(← は気 付 きにかかわ る支援) 支

(見 取 る視点) (※ 留意 点) 援

表

自分の野菜 をそだてる準備 を しよう と

◎活動の約束を確かめ る の

5 ◎調べて きた ことを紹介 ○ ★ 自分 の育て 野 菜 ご とに コー ナ ー を作 り,そ れ 対

し 合 う 。 たい野菜 につ それの調 べて きた ものを掲示 した 応

(フ リー タイ ムで 自 由 いて進んで調 り,実 物 を 置 い た りす る。

に見 合 う。) べ よ う と して 実 物 を 見 た り,触 った り して よ り O

・早 く や り た い な 。 い る か 。 深 くか か わ れ る よ うにす る。 ⑪

・ぼ くは カブ の こ と調 べ (つ ぶ や き) 友達の調 べて きた ことで もっと知 0

て きた よ。 (行 動観察) りた い こ とが あ った ら,質 問 して

・ぼ くと同 じの 調 べ て き も よい こ とを告 げ る。

た 人 い るか な 。 口野菜 について 自分の調べ た ことと友達の調べた 0

・種 も 買 っ て き た よ
。 自分 な りに調 ことを比較す るよ う助言す る。

・何 を 育 て よ うか な 。 べ よ う と して よい気付 きを賞賛す る。 0

い る か 。 (前 の経 験を生かす,疑 問を もっ,

(準 備 した物) 比 べ る,自 分 な りの 考 え を もっ)

20 ◎ 自分の育てたい野 菜を カー ドか ら一 入 一 人 の 児 童 の野 菜 0

決 あ て カー ドに 書 く。 に対す る思 いや願 い,気 付 きを見 0

・ぼ くはネ ギ の お 味 噌 汁 ○ 自分 な りの思 取 って い く。 認 あ共 感 し,こ れ か

大 好 きだ か ら,ネ ギ 。 い を も って 育 ら世話を し続 けて い こうとす る意

・カ ブを っ くって み ん な てたい野菜 を 欲 を 引 き出 して い く。

で 食 べ た いな 。 決 め,育 て る ※一人一人が 自分 な りの準備が進め

準備 を しよ う られ るよ うな場 を設定す る。

◎野菜を育てる準備をす と して い るか (紹 介を見なが らメモで きる場所,

る 。 (カ ー ド) プ ラ ンター 等 を 身 に行 け る場 所,

・早 く植 え て み た いな 。 (つ ぶ や き) 実際 に種 ま きで きる場所 など)

・種 の お ふ とん を 作 って ★ 自分 の野菜の 前単元での ミニ トマ トや ダイズを 0

て あげ よ う。 種 のま き方や 育てた ときの経験 を思 い出すよ う

・肥 料 を 混 ぜ よ う
。 育て方に気付 に言葉掛 けをする。

い て い るか。 今後の世話 にっなが る気付 きがあ

40 ◎後片づ けをす る。 (行 動観察) れ ば,取 り上 げ 友達 に広 め る。
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5.児 童 の気付きの深ま りに応 じた支援表

気付きが少ない

1】 一人一人の育てた

い野菜をで きる限

り認め る。

2】 前単元での活 動を

想起 させ、意欲付

けす る。

3】 「育てて食べ るん

だ」などのめ あて

をは っき りもたせ

る。

4】 一人一人 に個人の

畑(植 木鉢 ・プラ

ンター)を 用意す

る。

5】 どん な気付 き も認

あ、共感す る。

6】 教師 も共 に活動す

る。

⇒⇒⇒

院童の餓

自

然

へ

の

気

付

き

興味 ・

好奇心

疑問 ・困難

比 較

喜 び ・感動

気付きへの教師の願い

・植物の成長や変化

・発見の喜び

・世話の仕方で困 って いること

や失敗を乗 り越えて い く手だ

て

・長期 にわた って世話をす るつ

らさ

・春の野菜作 りとの違 い

・いろいろな野 菜

・四季の移 り変わ り

・世話を し続け る満足感

・収穫への期待感 ・喜び

の

き

へ

寸

会

イ

社

気

・いろいろな人が野菜作 りにか

かわ って くれた こと

.友達のよさ ⑭

○各 自調 べて きた こ とを情報 交換す る場を設定 した。 いろい ろな野 菜の紹介 を見 る中で,

「ゴボウは二年生の うちにはで きな いんだ って。」 と収穫の時期が異な ることや同 じホウ

レン草で もいろいろな名前が あって種の形 も違 うこと等 に気付 き,野 菜に興 味 ・関心 を も

って活発 に活動す ることがで きた。 また種のま き方が分か らず,用 意 して きた種 の袋 に書

いて ある説明書 きを読んで いたC児 に,rDち ゃんが調べて きて いた よ。聞 いて ごらん。 」

と言葉掛 け した ことで,D児 と一緒 に協力 して種 まきを始 め られ た。前単元での活動 や育

てたい野 菜につ いて調べ る活動 を通 して得 た気付 きを フルに生か したい。そのために友達

に聞いて み るよ うに言葉掛 け した り,聞 き返 した りす る支援 をす る ことによって児童 は も

う一度立 ち止 ま って 自分の 気付 きを振 り返 る ことがで きた。
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植 物 栽 培 単 元

☆気付 きを一歩深める支援の工夫

7】 図鑑 や科学読み物を用意す る。

8】 人に聞いた り、図書館で調 べた りす ることを助言す る。

9】 友達 か らの気付 きを知 る場を作 る。

10】 世話 して発 見 したことや感 じた ことや野菜の様子 を絵や

文で表現す るよ うに促す。

11】 教室 内にカー ドを掲示す るスペースを確保 しておいて い

つで も自由に貼れ るように してお く。 〈野菜 ごよみ>

12】 野菜の成長 や変化の著 しい ときを とらえて活動を促す。

13】 成長の節 目を視聴覚機器を使い記録す る。

14】 さわ ってみる、匂 いをか ぐなど気付 く観点を教 え る。

15】 困 っている ことや心配な ことを相談す る場 を設け る。

16】 みんなで話 し合 い、方 法を考 えるようにす る。

17】 自分 たちで解決で きない問題が あったときには、先生方

や主事 さん、 また は地域 の人達 に自分で聞 きに行 くよう

助言す る。

18】 それ ぞれの野菜 ごよみを掲示 し、情報交換 を促す。

19】 春 の野菜作 りの経験を(野 菜 ごよみを見せなが ら)想 起

で きるよ うに言葉掛 けを した り、環境を作 った りす る。

20】 世話 の仕方や学級園の様子 について も話題 にす る。

21】 教師 も一緒 に世話をす る。共感す る。

22】 感動 をか たちに残す。

23】 収穫 した ものを どうするか自分で考えてい くよ うに、共

に考 える。

24】いろいろな場面で家庭の協力を得てい く。

25】学校の先生や主事さんが、放課後や休み中に世話 してく

ださっている様子を記録 してお く。

26】友達 とのかかわりの場を拾い上げ賞賛する。

⇒[⇒ ・

自分自信への気付き

自 信 ・意 欲

・野 菜の世 話をや りと

げた 自分のよさ
・ 「自 分 た ちが(私

が)世 話 を したか ら

相手が育つ」という

こと

27】長期にわたる世話

や感動を認め賞賛

する。

28】収穫 したものを食

べるという活動を

取 り入れて、実り

の喜びにする。

29】ほかの植物の栽培

の広が りを認める。

30】問題解決を してい

った力を認め励ま

す。

6.実 践 を振 り返 って

○ 児 童 は 「自分 の 畑 で好 きな野 菜 を育 て たい 。 」 とい う願 い を強 くも ち,自 分 の 育 て て み た

い野 菜 につ い て 調 べ よ う とい う活 動 に発 展 して い った。 それ ぞ れ の 児 童が,家 の 人 に聞 い

た り,野 菜 店 や 種 苗 店 に取材 に行 った り,図 書館 に行 った り等 自分 な りの方 法 で 調 べ て い

た。 最 初 「ど う して もまた ミニ トマ トを 育 て た い。 」 と話 して い たA児 は店 に種 を買 い に

行 くが 見 っ か らず 店 員 さん に 尋 ね た。 そ して 「今 は寒 いか ら ミニ トマ トは植 え られ な いん

だ って 。 」 と い う気 付 きが生 ま れ た。 ま た ネギ か カ ブ を育 て た い と迷 って い たB児 は,家

の 人 に 「ネ ギ はベ ラ ンダで 作 った こ とが あ る け ど難 しか った よね 。 」 と聞 き,カ ブ を育 て

る こ と に決 め た 。 進 ん で様 々な人 にか か わ って い くこ とで 気 付 きが 広 ま り,深 ま った。
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VI研 究の成果 と今後の課題

1.研 究を通 して明 らか にな った こと

(1)気 付 きが深 ま って い く過程の設定 と支援

気付 きを深 めて い く過程 を3っ に分け,そ れぞれ の過程 において気付 きを見取 り,深 め る

有効な支援の在 り方 を探 った。 その結果,次 の ことが明 らかにな った。

ア 気付 きの少 ない時で は,日 頃の児童理解 に基づ き,児 童の興味関心 に根 ざ した支援が有

効で あることが分か った。その結 果,教 師 は,こ れ まで以上 に児童の思 いや願 い ・経験を

把握 したり,前 単元 とのかかわ りの中で活動計画を作成 した りす る ことが必要であ ること

が分か った。

イ 自然 ・社会 ・人への気付いてい く時で は,児 童の気付 きは,対 象 とかかわ る中で深ま っ

て いった。そのための有効な支援 は,〈 人 とのかかわ りの中で気付 きを広め深め る支援 〉

〈立 ち止 まり考え ることがで きる支援 〉〈気付 きを表出で きる支援 〉が有効であ った。 こ

れ に基づいて具体 的な支援 を考え授業を実践す ることで,そ の有効性を確かめ ることがで

きた。

ウ 自分 自身の気付 きが深 まる時で は,認 め励ます ことで,自 信を もち,す すんで対象 とか

かわろ うとす ることが分 か った。単元が終 ってか らも,児 童が どのよ うに して活動の経験

を 日常生 活に生 かそ うと して いるか,見 取 ることが大切であ ることが分か った。 さ らに,

それを見取 り励 ます ことによ り,児 童 は,自 信 を もち次の活動へ と意欲 を もって臨む こ と

が分か った。

(2)気 付 きの深 ま りに応 じた支 援 表 の 作 成 に っ いて

気 付 きの過 程 に見 合 っ た支 援 表 を 作 る こ とで 見 通 しを持 った 支 援が で き た。 ま た,児 童 の

意 識 の流 れ に沿 った活 動 計 画 を 作 成 す る こ とが で き る よ うにな った。

一人 一 人 の気 付 き に応 じた支 援 を す る こ とに よ り
,児 童 の 気付 きは,よ り深 ま って い った 。

2.今 後 の課 題

(1)気 付 きを 深 め る過 程 に お け る支 援 に っ いて は ,さ らに多 くの実 践 を 重 ね,支 援 表 を 充 実 さ

せ,多 くの 単 元 や活 動 で活 用 で きる よ う研 究 を 進 め て い く必 要 が あ る。

(2)気 付 きの深 まりが分 か り,的 確 な支援をす るために,今 後 も気付 きを中心に長期 にわた り

記録を とる必要がある。 また,そ の分析 と支援の方法 を研究す ることも必要であ る。

(3)活 動中の児童の心理状態 を的確 に捉え,そ の時その場の最適な支援 をす ることが重 要で あ

る・気付 きを広げ深 めるためには,時 には,見 守 ることも大切であ る。教 師の 日頃の児童理

解が より一層求 め られね ばな らない。
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